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《基本理念》                                   

当社、フォーリーフ株式会社は、産業廃棄物処理業及び収集運搬業、

特殊作業について安全で環境にやさしい事業活動を行い環境負荷の

低減を図る為に、全社員がプロフェッショナルとして、積極的に、環

境保全活動に取り組みます。また、カーボンニュートラルへ向け

SDGSの取組を行います。 

《環境保全への行動方針》 

１．事業活動に関する環境法規及びその他要求事項を遵守します。 

２．二酸化炭素排出量等を低減する為に次の活動を推進します。 

 ①省エネルギー活動として、電気の使用量削減に努めます。 

 ②省資源活動として、石油、水の使用量削減に努めます。 

 ③廃棄物（廃油等）のリサイクル及び減量化を推進します。 

 ④グリーン購入に努めます。 

３．環境及び安全に配慮した収集運搬・中間処理・特殊作業を実施します。 

４．周辺美化運動等により、地域環境保全活動に積極的に努めます。 

５．全社員の教育を含め実践し、取組結果を見直すことにより継続的な改善に努

めます。 

６．当社の環境経営方針は一般に公開します。 

 

制定日 2018年３月 1日 

改定日 2019年９月１日 

フォーリーフ株式会社 

代表取締役 大神 秀夫 
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■組織の概要 

（１）名称及び代表者 

   フォーリーフ株式会社 

   代表取締役 大神 秀夫 

（２）所在地 

   本社：大阪府大阪市大正区南恩加島 7 丁目 1 番 82 号 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

   環境管理責任者：大神 秀夫  06-4394-1360 

（４）事業内容 

   産業廃棄物収集運搬及び中間処理業（混練による燃料化） 

   廃油等リサイクル業、各種タンク・危険物タンク・ピットなどの清掃 

（５）事業の規模 

   設立年月日  平成２８年１２月１５日 

   資本金    １００万円 

   売上高    200,000,000 円（2024 年度） 

   事業期間   9 月～8 月 

 

○受諾した産業廃棄物の収集運搬量及び処分量 

廃油有価回収量 2345.9（t） 

○車両保有台数 

 

 本        社 

従業員   10 名  

延床面積 事務所 66 ㎡ 工場 666 ㎡ 

廃棄物の種類  運搬量(t) 処分量(t) 

汚泥 26.54 0 

廃油 508.26 995.36 

廃アルカリ 48.49 87.57 

金属くず 89.14 0 

合    計 672.43 1,082.93 

車 種 台数   備   考 

14t 車 １台 ローリー 

7ｔ車 3台 ローリー・バキューム・ダンパー 

4ｔ車 4台 ローリー・バキューム・平ボディー 

3ｔ車 1台 ローリー 

営業車 1台 ハイブリッド車 

軽車両 1台 軽トラック 

合計 11台  
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■認証・登録の対象組織・活動 

 登録組織名： フォーリーフ株式会社  対象事業所： 本社・中間処理場        

 活動：産業廃棄物収集運搬及び中間処理業（混練による燃料化） 

 廃油等リサイクル業、各種タンク・危険物タンク・ピットなどの清掃 

■許可・登録の内容 

○産業廃棄物収集運搬許可内容 

管 轄 許可の取得年月日 許可の有効年月日 許可証区分 許可番号 

大阪府 令和 4年 8月 10日 令和 9年 8月 9日 産業廃棄物 2700195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず ・がれき類＊石綿含有廃棄物を含む、水銀使用製品産業廃棄物含む 

兵庫県 令和４年 8月 1日 令和 9年７月 31日 産業廃棄物 02805195806 

廃棄物の種類 

汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類 ＊石綿含有廃棄物を含む、水銀使用製品産業

廃棄物含む 

京都府 令和 4年 9月 27日 令和 9年 9月 26日 産業廃棄物 02600195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類 水銀使用製品産業廃棄物含む 

和歌山県 令和 5年 8月 16日 令和 10年 7月 3日 産業廃棄物 03000195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・がれき類 ＊石綿含有廃棄物を含む、水銀使用製品産業廃棄物含む 

滋賀県 令和 2年 8月 20日 令和 7年 8月 19日 産業廃棄物 02501195806 

廃棄物の種類 

汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類 ＊石綿含有廃棄物を含む、水銀使用製品産業

廃棄物含む 

奈良県 令和 4年 12月 11日 令和 9年 12月 10日 産業廃棄物 02600195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず等・コンクリートくず＊石綿含有廃棄物を含む 

三重県 令和 6年 9月 9日 令和 11年 8月 28日 産業廃棄物 02400195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず＊石綿含有廃棄物を含む水銀使用製品産業廃棄物含む 

愛知県 令和 2年 3月 16日 令和 7年３月 15日 産業廃棄物 02300195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず＊石綿含有廃棄物を含む水銀使用製品産業廃棄物含む 

岐阜県 令和 2年 3月 16日 令和 7年 3月 15日 産業廃棄物 02100195806 

廃棄物の種類 
汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず＊石綿含有廃棄物を含む水銀使用製品産業廃棄物含む 

静岡県 令和 4年 10月 28日 令和 9年 10月 27日 産業廃棄物 02201195806 

廃棄物の種類 

汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属く

ず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類＊石綿含有廃棄物を含む水銀使用製品産業廃

棄物含む 
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○産業廃棄物中間処理許可内容 

管 轄 許可の取得年月日 許可の有効年月日 許可証区分 許可番号 

大阪市 令和 4年 8月 21日 令和 9年 8月 20日 産業廃棄物 6620195806 

事業範囲 

事業区分：中間処理 

処分の方法：混練による燃料化 

産業廃棄物の種類： 

１．汚泥（燃料として再生できるものに限る） 

２．廃油（燃料として再生できるものに限る） 

３．廃アルカリ（燃料として再生できるものに限る） 

石綿含有産業廃棄物を除く 

処理能力 

３０㎥／日 

 

■組織図 

 

 

 
代表者     環境経営に関する統括責任 

        EA21 を運用し、維持するための経営資源を用意 

環境管理責任者 環境経営システムの構築、実施、管理 

環境事務局   環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 

部門長     自部門における環境経営システムの実施 

全従業員    環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

事務部 運搬部 営業部 処理部

環境管理
責任者

社長

代表者

環境事務局
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◯産業廃棄物処理工程 
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■主な環境負荷の実績 

電力の二酸化炭素排出係数は、関西電力2019年の調整後の排出係数0.318kg-CO2/kWh 

 

■環境経営目標及びその実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 単位 2022 年 2023 年 2024年 

二酸化炭素総排出量 
kg-CO2 

114,117 89,968 120,366 

（電力）二酸化炭素排出係数 0.318 0.318 0.318 

廃棄物排出量     

一般廃棄物量排出量 kg 726 726 621 

産業廃棄物排出量 kg 2,550 1,820 2,385 

水使用量 ㎥ 982 982 586 

 

 

項   目 

2019年～2021年度 

基準年度 

2024年 

 

2025年 2026年 

基準原単位 目標 実績 目標 目標 

電力の二酸化炭素

総排出量削減 

Ｋｇ－ＣＯ２/百万 

基準年度比 

24.21 

 

23.43 

97% 

21.08 

達成 

23.28 

96% 

23.00 

95% 

自動車燃料の二酸

化炭素排出量削減 

Ｋｇ－ＣＯ２/百万 

基準年度比 

590.6 

 

572.9 

97% 

574.2 

未達成 

567.0 

96% 

561.1 

95% 

一般廃棄物の削減 Ｋｇ 

基準年度比 

742.0 696.5 

94% 

621.0 

達成 

681.7 

92% 

666.9 

90% 

産業廃棄物の削減 Ｋｇ 

基準年度比 

2,553 

 

2,399.8 

94% 

2,385.0 

達成 

2,348.8 

92% 

2,297.7 

90% 

受託廃棄物の 

リサイクル率の維持 

% 100% - 100% 100% 100% 

節水 ㎥ 

基準年度比 

902.7 

 

875.9 

97% 

586.0 

達成 

866.9 

96% 

857.9 

95% 

社会貢献 

（月１0回以上の清掃） 

回 

基準年度比 

12回 

 

12回 24回 12回 12回 
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■環境経営目標の取組計画と評価 

 

◎良くできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×全くできなかった 

取 組 計 画 達成状況 評価（結果と今後の方向） 

電力による二酸化炭素排出量の削減  達成 

使用頻度の低い照明は消灯 ◎ 従業員一同で削減を実施した結果、目標を達成

できその効果に大変満足している。今後も引き続

き推進していきます。 

終業時主電源を切る ○ 

空調の適正化 ◎ 

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減 未達成 

効率的なルート走行 ◎ 車両については、燃料の使用量削減を推進して

いるが業務の増減に大きな影響がある。従業員

一同が削減意識と計画的な走行を意識して推進

してほしい。目標の見直しを検討する。 

エコドライブの励行 ◎ 

タイヤ空気圧の適正化 ◎ 

車両整備の励行 ◎ 

一般廃棄物の削減         達成 

コピー紙の両面使用 ◎ 用紙等の使用量削減については、従業員よくで

きている。文書のデータ化も進み目標も達成でき

ています。引き続き継続していきます。 

文書の電子化 ◎ 

使い捨て製品の使用の制限 ○ 

使用済用紙の使用 ○ 

産業廃棄物の削減         達成 

簡易包装の商品を購入 △ 自社から排出される廃棄物については、分別と減

容が出来ており、引き続き継続する。 再生し易い素材機器の使用 〇 

廃棄物の分別の徹底 ◎ 

受託廃棄物のリサイクル率の維持  達成 

燃料資源への再生 ◎ 回収先の、排出事業者様に回収時、口頭での説

明が理解していただき、弊社中間処理での残渣

が発生しない回収ができています。排出事業者

様の取り扱い物品、発生工程等、弊社もよく理解

し継続して目標達成していきたいです。 

節    水           達成 

水量、水圧の調整 △ 通常時の使用を管理していくことで対策出来ると

考えます。引き続き継続していきます。 節水の励行 ◎ 

水量を減らす工夫 △ 

洗車を最小限に留める ○ 

社 会 貢 献          達成 

会社周辺の毎月の清掃 ◎ 緑化活動や定期的な清掃はよく出来ています。

引き続き継続していきます。 社内、外の緑化活動の推進 ◎ 

町内会への活動協力 ◎ 
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■環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

 

■違反、訴訟等の有無 

過去 3年間において、違反、訴訟等はありませんでした。 

また、近隣住民からの苦情、要望はありませんでした。 

 

■代表者による全体の評価と見直し・指示 

実施日 2024年 8月 31日 

コロナ明けのムードの中、事業活動が活発になった。エネルギー削減活動は、

自動車燃料削減活動以外は目標を達成することが出来満足している。未達成の

原因は遠方への作業が増加したためだが原因が明確なので今後の対策として課

題としました。次年度は、基準年度を含め、目標の見直しが必要だと考えてい

る。スタッフ一同で検討をし、判断していく。 

・環境経営方針の改定の変更 ⇒ 無し 

・環境経営目標・環境経営計画の変更 ⇒ 有（検討する） 

・実体性、その他の変更 ⇒ 無し 

 

■環境活動の紹介 

フォーリーフ株式会社は、産業廃棄物の収集運搬、処理業はもとより、特殊作業につ

いても活動を展開しております。 

例えば、危険物などの地下貯蔵用地下タンク、地上タンクなどの清掃です。地下清掃

作業は、硫化水素など、酸欠になりやすい場所になるため作業員には、酸素欠乏・硫

化水素危険作業責任者の資格を取得させ安全を第一に作業を行います。 

また、廃油の再資源化においては当社の最も得意な分野であり、混練施設により処理

残渣が極めて少なく再生燃料を製造することができる施設であると自負しております。 

EA21マーク添附   エコカー            環境掲示板        遮熱フイルム添附 

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 

廃棄物処理法 産業廃棄物収集運搬・処理に係る法律 

道路交通法 運転免許の取得、車両整備 安全運転管理者 

騒音規制法 規制対象施設ではないが自主的に測定を行う 

水質汚濁防止法 規制対象施設ではないが自主的に測定を行う 

事故発生時の油流に関する処理及び報告を行う 

環境保全協定書 全社で遵守 

消防法 法定点検及び自主点検を行う 

自動車ＮOｘ・ＰＭ法 大阪府流入車規制 

自動車リサイクル法 所有車両全てに摘要 

家電リサイクル法 テレビ、エアコン、電気冷蔵庫などの適正廃棄 

フロン排出抑制法 業務用クーラーの定期的な点検と記録 

環境関連法規等の遵守評価の結果：遵守されていました。 


